
平成３０年度 中央区立明正幼稚園 自己評価報告書 

中央区立明正幼稚園  住所  東京都中央区新川２-１３-４ 

園 長    平野 雅仁 

幼児数１０５名  学級数５  教員数７名  主事１名  教職員数２名 

教育目標 ○あかるく元気な子－ 心身ともに健康で、いきいきと遊ぶ子ども － 

○よ く 考 え る 子－ 自分で考え、進んで行動する子ども － 

○なかよく遊ぶ子－ 思いやりがあり、感情豊かな子ども － 

1 重点目標の達成状況及び取り組み状況 

Ａ：十分達成している Ｂ：達成している Ｃ：改善を要する Ｄ：緊急に改善を要する 

※わからない 

重点目標1 ○心身ともに健康な幼児の育成 

<保護者の評価> 

 
<教員の評価> 

 

重点目標１については、教員、保護者、外部評価委員ともに、概ね肯定的評価を得た。 

ただし、基本的生活習慣に関する内容について、保護者からC評価１名、教員の評価において肯定的は評価に入る

がB評価１名いた。生活習慣については家庭生活の中で経験することも多いため、連携が不可欠と考えられる。幼稚

園と家庭でのそれぞれの実態、援助について情報を共有して幼児の成長を促していく。 

また、体を動かす環境構成について、C評価を１名が寄せられた。評価者の全体数から見るとわずかであるため、

重点目標３の教育内容への理解の促進、発信等に関わるのではないかと考えられる。 

 



重点目標2 ○意欲的に遊びや生活に関わる幼児の育成 

<保護者の評価> 
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<教員の評価> 

 

 重点目標２については、教員、外部評価委員、保護者の評価いずれも肯定的評価となっており、達成状況は良好で

あった。 

 幼児教育において遊びや生活を通した直接体験や様々な感情体験が重要とされている。日々の教育活動において、

教員が意識して推進していることの表れであると考えられる。 

重点目標３ ○保護者への教育内容の理解の促進 

<保護者の評価> 
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<教員の自己評価> 

  

重点目標３は、教員も外部評価委員も１００％肯定的評価である。しかし、保護者から①については９７％、②に

ついては９１％にとどまった。 

①については、ホームページの更新を充実させる。行事に関しては保護者が参観する機会となるため、特に日々の

教育活動について写真とともに意図や経験内容などをホームページに掲載し、保護者の知りたい情報を提供するこ

とに努める。 

②については、現在、保護者全員が行事等の手伝いとしての年に一回以上参加しながら教育活動を近くで見ていた

だいており、これを通して同じ担当の保護者同士でつながりをもつ機会にはなっているが、深めるところまではいか

ないことが考えられる。一方で回数を増やすことは、保護者の負担感を増すことにもつながると予想される。既存の

園行事やPTA活動の中で、保護者同士の関わりが深まるように、内容を検討していく。また、教員と幼児の成長につ

いて共有しながら関わりを深められるように努める。 

近隣にマンションが増え、学級数や園児数の増加に伴い、多様な価値観の保護者が増える中で、保護者や地域の方

の思いをよく聞き取り、保護者と地域、教員が協力して幼児の成長を支える喜びを味わえるように、工夫を重ねてい

く。 

 

２ 重点目標以外の自己評価における達成状況及び達成のための取り組み状況 

  重点目標以外については、保護者アンケートによる１６の項目は、ほとんど高評価を得た。 

自由記述の中で、幼稚園が保護者にとって相談しやすい雰囲気の継続を望む声や、小学校との連携の継続を望む声

が挙げられた。 

今年度の実践や保護者からの意見を振り返り、園の課題と改善するために工夫点について、教員が共通理解を図り、

次年度へつなげたい。 

 

３ 今後の改善方策 

○幼稚園の教育活動に対して、保護者や地域に理解してもらえるように、視覚的情報を多く取り入れながら、発信す

る。 

○評価結果から保護者や地域の幼稚園への願いや期待を把握し、全教職員が共通理解を図り、改善に努める。 

 

 

 


